
岡本クラブ　会長 山田シヅ子さん

楽しい活動は？
　山田さんは、60 歳になってから、
老人クラブに誘われるようになりま
した。ただその頃はまだ仕事をして
いたためにお断りしていたそうです
が、64、５くらいの時に岡本クラブ
のコーラスのクラブに指導のお手伝
いという形で入り、歌や三味線をやっ
ておられました。その時にはまだ老
人クラブには入っていなかったので
すが、いらっしゃった方の一人に誘
われて入ったのがきっかけだそうで
す。
　「もう 10年以上も続けているエコ
生活の研修バスツアーを毎年１回行
なっており、これは私も含めてすご
く楽しまれています。県内のリサイ
クル工場や水環境施設に行き、その
後観光名所やお土産屋さんに寄って
日帰りバス旅行のような形で楽しん
でいます」と山田さん。
　最後に未入会の方へ。「老人クラブ
に入ることを老人という名前がつく
ので嫌がる方もいらっしゃいますが、
いざ入ってみるとやっぱり楽しいん
ですね。ぜひ先入観を持たずに入っ
てみてほしいものです。旅行なども
企画しているので、興味がありまし
たらぜひお声かけください。」

第３徳井クラブ　会長 宮下由利子さん

入会のきっかけは？
　「59 歳で仕事を辞めた時に、生前
区老連の会長をしていた父が作った
カラオケ同好会に母も入っておりま
して、私も入りたいと思ってカラオ
ケに入ったのが老人クラブに入会し
たきっかけ」と宮下さん。
　それから３～４年が経ち、会長に
なる人がいなくなるとのことで、宮
下さんに会長の話が飛び込んできた
そうです。宮下さんは役員等の経験
もなく、断るつもりとのことでした
が、「お父さんが頑張って守り育てて
きた老人クラブがなくなってしまう」
と思い、会長を受けたそうです。
　「父の背中をずっと見ていたので会
長の私が今ここにいるのだと思いま
す」と宮下さん。
　「父が 20年前に埋めたタイムカプ
セルが今区役所の１階に飾られてい
ます。その文章を母と一緒に読んだ
のですが、まず字を見た時に『父の
字だ！』とすごく胸にグッときて、
涙が溢れました。その当時の父の言
葉で綴られていたので、すごく父に
触れたという感じがしました。」
　「今も父の知り合いの方に声をかけ
られたりもするので、父に恥じない
活動をしていきたいですね。」

梅元町喜楽会　会長 中川美栄さん

銭太鼓との出会い
　「小さい頃から子どもが好きで、幼
稚園の先生になりたいなぁと思って
いました」と中川さん。学校卒業後は、
幼児教育に携わる仕事に就き、子育
て、お勤め等忙しく過ごして来られ
たそうです。
　60代前半にしあわせの村にあるシ
ルバーカレッジに入学され、そこで、
勇ましい法被姿に魅せられ、銭太鼓
クラブ ( 伝統芸能 ) に入部されまし
た。
　カレッジ卒業後も、OBとして、
銀雅楽遊クラブで練習を続けておら
れるそうです。敬老会、新年会、介
護施設、地域福祉センターの給食会、
年一度の楽遊クラブ銭太鼓発表会、
神戸まつり等、イベントにも参加し、
年間 50～ 60回ほどボランティア活
動を行ってこられましたが、世の中
がコロナ禍になり、ボランティア活
動もほとんどなくなってしまったそ
うです。
　早くコロナが終息し、安心 · 安全
な生活が送れるよう、またボランティ
ア活動も再開できるよう願っていま
す。と中川さん。銭太鼓の発表楽し
みにしていますよ！

員さ員さんんいらっしいらっしゃ〜いゃ〜い！！会会
会員さんへインタビュー

東灘区灘　区兵庫区

老人クラブ 老人クラブの勇壮な法被姿           
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【東灘区】
前田町さつき会　江口　二三

絵のように皆さんなごやかに
日々を過ごせたらと思い

描きました

「とっておきの作品」
募集

　会員の皆様から、絵はがき
＆色紙絵を募集しています。
必要事項を記入したものを同
封の上、作品をお寄せ下さい。
必要事項　①氏名（ふりがな）　
②クラブ名　③題名　④郵便
番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm×
148mm以内）・色紙サイズ
（242mm× 272mm以内）でお
願いします。それ以外は受付出
来ません。
※作品は随時ご返却いたします
が、長期間お預かりする場合が
ありますのでご了承ください。
※作品は丁重に取り扱いますが、
損傷については理由のいかんに
かかわらず、一切の責任は負い
ません。
宛先
〒 650-0016
神戸市中央区橘通 3-4-1
　KOBEシニアクラブ
　「とっておきの作品」係
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